
　旧額田町が岡崎市に編入し、早11年になりました。市面積の4割が清涼な水と緑に囲まれた額
田地区は、素晴らしい環境に恵まれた地域です。また、その中心地である豊富学区には新東名の
岡崎東インターチェンジができ、｢将来に向けて、夢のある地域づくり｣に邁進せねばなりません。
そして今回の岡崎まちものがたり作成に当たり、この地区
の100年の歴史を知り、伝承しなければならない多くの文化
と史跡があることを感じました。先人が私たちに残したよう
に、私たちも未来の人に、残さねばなりません。それは、❶
豊かな自然環境 、 ❷豊かな人との絆環境（お互い相手を助け
合う）。この町に住んで良かったと言えるような地域づくり
を目指し、豊富学区のさらなる発展を目指しましょう。

43
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とよとみ   昔・今・未来

toyotomi

未来の岡崎に伝えたいメッセージ

　私は、消防団に所属し務めさせていただいています。
これからも、地域に密着し、地域の皆様の生命と財産
を守る消防団員として地域に貢献
していきたいです。（30代）

これからも地域の為に
　春は桜の華やかさ、夏は青田の力強さ、秋は紅葉の
鮮やかさ、冬は白一色の雪景色、日本には四季折々に
自然がかもし出す素晴らしい風景
があります。また、日本人の心の美
しさ、いつまでも大切に残してほし
いものです。（70代）

日本の良いところを！

　わたしの大好きな豊富には、大切
な物や残して欲しい物がたくさんあ
ります。特に残してほしい物が2つ
あります。1つ目は、ホタルが住めるキレイな川です。2
つ目は、みんなが持っている優しい心です。特に残して
ほしいです。（小学生）

すてきな豊富学区  
　毎年4月にある須賀神社の春祭
り。私は、小1から太鼓の演奏で参
加しています。当日は、山車に乗っ
て地区を練り歩きます。太鼓は、先輩の指導のおかげで
成り立っています。先輩のように伝統のある祭りを支え、
受け継いでいきたいです。（中学生）

伝統を受け継ぐ

清流男川・鮎の友釣り

まいしん
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片寄用水

 

学
区
の
特
色

　
明
治
22
年
に
、樫
山
村
・
桜
井
寺
村
・
下

衣
文
村
・
牧
平
村
・
鹿
勝
川
村
が
合
併
し

て
豊
岡
村
と
な
り
、鳥
川
村
・
細
光
村
・
滝

尻
村
・
淡
渕
村
・
片
寄
村
が
合
併
し
て
高

富
村
が
で
き
ま
し
た
。さ
ら
に
明
治
39
年
に
、

こ
の
二
つ
の
村
に
夏
山
地
区
を
加
え
て
豊

富
村
と
な
り
、本
学
区
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
は
、
明
治
７
年
よ
り
主
に
片
寄

と
樫
山
の
２
か
所
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た

が
、
大
正
６
年
に
両
校
を
合
併
し
て
豊
富

尋
常
高
等
小
学
校
が
で
き
、
こ
れ
が
現
在

の
豊
富
小
学
校
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
31
年
に
額
田
町
が
で
き
る
と
、
豊

富
学
区
に
役
場
や
図
書
館
な
ど
が
置
か
れ
、

商
店
街
や
工
業
団
地
も
で
き
て
、
町
の
中

心
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
林
業
の
衰
退
な
ど
を
理
由
に

額
田
町
全
体
の
過
疎
化
が
年
々
進
み
、
昭

和
47
年
に
は
町
内
の
四
つ
の
中
学
校
を
合

併
し
て
寄
宿
舎
の
あ
る
額
田
中
学
校
が
、

学
区
内
の
原
新
田
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
に
岡
崎
市
に
編
入
し
ま
し
た

が
、
過
疎
化
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
は
で

 

学
校
の
校
章
紹
介

　
学
校
の
校
章
は
、
地
域
の
特
徴
な
ど

を
と
ら
え
て
い
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

今
あ
る
学
校
も
廃
校
と
な
っ
た
学
校
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 
原
始
古
代 

学
区
内
に
は
旧
石
器
・
縄
文
・
弥
生
各
時
代
の
遺
跡
が
残
る…

　
八
一
三
年
▪
弘
仁
4 

桜
井
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

一
三
六
二
年
▪
貞
治
1 

天
恩
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

　
近
世
末
か
ら
明
治 

淡
渕
は
じ
め
各
地
で
用
水
を
引
く…

一
八
八
九
年
▪
明
治
22 
豊
岡
村
・
高
富
村
と
な
る

一
九
〇
六
年
▪
明
治
39 

豊
岡
村
・
高
富
村
・
夏
山
地
区
が
合
併
し
て
豊
富
村
と
な
る

一
九
一
二
年
▪
大
正
1 

樫
山
に
製
糸
工
場
が
で
き
る

一
九
一
六
年
▪
大
正
5 

樫
山
に
電
灯
が
つ
く
。 
岡
崎

－

樫
山

－

亀
穴
に
乗
合
馬
車
が
通
る

一
九
一
九
年
▪
大
正
8 

額
田
銀
行
樫
山
出
張
所
が
開
設
さ
れ
る

一
九
二
三
年
▪
大
正
12 

桜
井
寺
地
区
に
て
珪
石
が
産
出
さ
れ
る

一
九
二
四
年
▪
大
正
13 

乗
合
馬
車
が
バ
ス
と
な
る

一
九
二
九
年
▪
昭
和
4 

鳥
川
電
気
利
用
組
合
が
で
き
る

一
九
三
〇
年
▪
昭
和
5 

愛
電
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る

一
九
三
五
年
▪
昭
和
10 

豊
富
診
療
所
が
開
設
さ
れ
る

一
九
四
二
年
▪
昭
和
17 

北
岡
の
山
頂
に
監
視
哨
が
建
つ…

一
九
四
三
年
▪
昭
和
18 

鳥
川
国
民
学
校
が
焼
失
す
る

一
九
四
五
年
▪
昭
和
20 

樫
山
が
機
銃
掃
射
を
受
け
る

一
九
四
七
年
▪
昭
和
22 

国
民
学
校
初
等
科
を
豊
富
小
学
校
・
鳥
川
小
学
校
、
高
等
科
を
豊
富
中 

 

学
校
と
改
称
す
る

一
九
五
六
年
▪
昭
和
31 

豊
富
・
宮
崎
・
形
埜
・
下
山
の
4
村
が
合
併
し
て
額
田
町
と
な
る… 

一
九
七
二
年
▪
昭
和
47 

町
内
4
中
学
校
が
統
合
し
て
額
田
中
学
校
が
設
立
さ
れ
る…

一
九
七
四
年
▪
昭
和
49 

牧
平・樫
山
地
区
に
額
田
緑
園
工
場
団
地
全
ブ
ロ
ッ
ク
が
造
成
さ
れ
る…

 

県
道
岡
崎
清
岳
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る

一
九
七
五
年
▪
昭
和
50 

県
道
阿
蔵
本
宿
線
樫
山
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

鳥
川
小
学
校
が
焼
失
す
る 

一
九
九
三
年
▪
平
成
5 

県
道
阿
蔵
本
宿
線
が
国
道
4
7
3
号
に
昇
格
す
る

一
九
九
五
年
▪
平
成
7 

全
戸
に
防
災
行
政
無
線
が
設
置
さ
れ
る

一
九
九
八
年
▪
平
成
10 

岡
崎
市
東
消
防
署
額
田
出
張
所
が
で
き
る

二
〇
〇
六
年
▪
平
成
18 

岡
崎
市
へ
編
入
す
る

二
〇
一
〇
年
▪
平
成
22 

鳥
川
小
学
校
が
閉
校
と
な
る

二
〇
一
二
年
▪
平
成
24 

岡
崎
市
ホ
タ
ル
学
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る

二
〇
一
五
年
▪
平
成
27 

市
道
原
下
衣
文
線
に
新
学
校
橋
が
開
通
す
る…

 

国
道
4
7
3
号
樫
山
本
宿
間
の
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

新
東
名
が
完
成
し
、
岡
崎
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
が
始
ま
る

監視哨　新学校橋　 西牧野遺跡額田中学校 旧額田町役場 2 15 347 額田緑園工場団地6 2 15 347 6

11

22
33

44

55

66

77

ま
ち
の
な
り
た
ち

豊
富
学
区 

額田町閉町記念
モニュメント

豊富中学校豊富小学校

額田中学校鳥川小学校

き
ず
、
豊
富
学
区
に
お
い
て
も
子
ど
も
の

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
28
年

の
新
東
名
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
設
に

伴
い
、
周
辺
に
新
し
い
道
路
等
も
整
備
さ

れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
過
疎
化
の

流
れ
を
止
め
て
、
新
た
な
開
発
の
進
む
こ

と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
区
の
祭
り
と
し
て
は
、
樫
山
の
須
賀

神
社
の
山
車
が
有
名
で
す
。
鳥
川
地
区
の

「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」も
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
す
。ホ
タ
ル
が
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
増
え
続
け
、
ま
す
ま
す
人
々
を
つ

な
い
で
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

□人　口 4,337人
 男性 2,149人
 女性 2,188人
□世帯数 1,447世帯
□面　積 32.27㎢
[2016年7月1日現在]
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寺
前
川

寺
前
川

ぬかた会館ぬかた会館

東消防署
額田出張所
東消防署
額田出張所

か
む
ろ
田

か
む
ろ
田

岡崎東IC岡崎東IC

額田緑園工業団地額田緑園工業団地

水車水車 小
太
郎
岩

小
太
郎
岩

須
賀
神
社

須
賀
神
社

豊
富
保
育
園

豊
富
保
育
園

額田支所額田支所

牧
平
遺
跡

牧
平
遺
跡

小太郎の墓小太郎の墓

鹿
勝
川
庚
申
堂

鹿
勝
川
庚
申
堂

神明宮神明宮

豊富第二保育園豊富第二保育園

鳥川城跡鳥川城跡

とよとみ梨とよとみ梨 岡崎市ホタル学校岡崎市ホタル学校

瀬長の猪垣瀬長の猪垣

わ
ん
パ
ー
ク

わ
ん
パ
ー
ク

天恩寺天恩寺

男川

鳥川

大原川

豊富小学校豊富小学校

37
37

377

473

山車通行路 額田中学校額田中学校 滝尻町

 鳥川町

鹿勝川町
牧平町

片寄町
樫山町

桜井寺町

下衣文町

細光町

I-

2

八
ッ
田
遺
跡

八
ッ
田
遺
跡
I-

4
西
牧
野
遺
跡

西
牧
野
遺
跡
I-

1

M-

1

M-

2

下堺津遺跡下堺津遺跡 I-3

小金城跡小金城跡 J-1

新東名高速道路

七曲りの天狗七曲りの天狗

七曲トンネル七曲トンネル

J-2

淡渕町

桜井寺桜井寺

お
お
だ
の
森

お
お
だ
の
森

M-3

　
長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
文
化
や
産
業
、豊
か
な
自
然
な
ど
、見
ど
こ

ろ
い
っ
ぱ
い
の
豊
富
学
区
の
お
宝
を
紹
介
し
ま
す
。

豊
富
学
区
の
お
宝
紹
介
マ
ッ
プ

   厄除けで有名な真言宗の寺 桜井寺
県指定文化財の打楽器「磬（けい）」
を保存。大治2年と書かれた在銘金
石文は県下最古

   獣害から作物を守った 瀬長の猪垣
かつては各地にあり、今は貴重な猪
垣。上部に向かって反る「猪返し」と
いう造りが特徴

c

　

 

ガ
ラ
紡
を
支
え
た 

水
車

ガ
ラ
紡
の
動
力
源
だ
っ
た
水
車
。そ
の
遺
構

は
数
が
少
な
く
大
変
貴
重
な
も
の

a

f

h

   町をあげてひく 須賀神社の山車
市指定無形民俗文化財でもある須
賀神社祭礼山車及び祭りばやし。春
季例大祭で見ることができる

dd

   保護活動の拠点 岡崎市ホタル学校
人とホタルとのかかわりの歴史を紹
介し、ホタルを通して自然環境を学
ぶことができる施設

   一足早くホタルが舞う 寺前川
豊富小で学校川と呼ばれ親しまれて
いる川。周辺地域よりも約１週間早
くホタルが乱舞する

g   新たな息吹を吹き込む 道路網整備
新東名岡崎東ICのオープン、国道
473号線バイパスの開通で交通至便
に。高架下には樫山公園も新設

　天気さえ良ければ、毎日、お
おだの森に登っている人々がい
ます。なかには、自宅から徒歩
で1時間以上かけて歩いて来て
いる人もいるそうです。当初は、
健康づくりで始めたことが、四
季の移り変わりによって表情を
変える山の姿に魅せられ、また
出会う人々との交流も楽しみと
なって、ずっと続けているとか。
山道は地元の有志によって歩き
やすく整備され、地域でこの森
を大切にしています。

標
高
２
６
２
・
3
ｍ
の
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
、お
お
だ
の
森
。

「
初
日
の
出
を
見
る
会
」な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る

      

脈
々
と
生
命
を
つ
な
ぐ 

と
よ
と
み
梨

自
然
災
害
に
も
負
け
ず
生
命
を
つ
な
い
で
い

る
珍
し
い
梨
の
原
種
。岡
崎
市
指
定
天
然
記
念

物
で
も
あ
る

e

f

h g

e

　この地には、天狗が人を驚かす
話である「七曲りの天狗」や、親
孝行の話である「かむろ田」をは
じめ、数多くの民話が伝わって
います。なかでも実在する「小太
郎岩」のお話は、沢にかかった橋
が崩れ、村人達の困った様子を
知った小太郎が、遠くから大き
な岩を担いできて、橋の代わり
にしたというものです。駐在所
の裏の小太郎のお墓には、今で
も地元の人々によって香花がた
むけられています。

心
や
さ
し
い
小
太
郎
の
話
を

今
に
伝
え
る
小
太
郎
岩

民話 小太郎岩 …

おおだの森を歩く…

     遺跡
　　 西牧野遺跡（旧石器時代）
　　 牧平遺跡（縄文時代晩期）
　　 下堺津遺跡（縄文時代後期）
　　 八ッ田遺跡（弥生時代後期 )

I-1

I-2

I-3

I-4

I     城跡
　　 小金城跡
　　 鳥川城跡

J

J-1

J-2

     民話
　　 小太郎岩
　　 かむろ田
　　 七曲りの天狗

M-1

M-2

M-3

M

    名水スポット     ホタル観賞エリア

Bc

a

B
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ホ
タ
ル
の
命
は
水

暮
れ
な
ず
む
　

火
垂
る
火
の
里

い
つ
ま
で
も

鹿
勝
川
庚こ

う

申し
ん

堂
の

兜と

跋ば
つ

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

立
像ぞ

う

　
鹿
勝
川
庚
申
堂
の
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像

は
、
庚
申
堂
の
本
尊
青
面
金
剛
像
の
脇
侍

二
天
王
と
し
て
祀ま

つ
っ
て
い
る
の
で
２
軀く

あ

り
ま
す
。
平
安
時
代
に
造
ら
れ
た
像
で
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昔
、
中
国
西
域
の
兜
跋
国
が
、
敵
の
攻

撃
を
受
け
た
時
に
地
中
か
ら
湧
き
出
て
敵

を
や
っ
つ
け
た
と
伝
え
ら
れ
る
強
い
仏
さ

ま
で
す
。
そ
の
姿
は
地ち

天て
ん

女に
ょ

の
手
の
ひ
ら
に

乗
り
、
鎧
を
着
て
、
眼
を
見
開
き
、
威
嚇

し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
庚
申
講
の
人
々
が
、
紀
州

日ひ

置き

川が
わ

よ
り
お
迎
え
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
天
恩
寺
は
、
室
町
幕
府
三
代
将
軍
で
あ

る
足
利
義
満
が
永
源
寺
の
弥
天
永
釈
に
命
じ

て
建
立
し
た
寺
院
で
す
。
現
在
は
、
臨
済
宗

妙
心
寺
派
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
仏
殿
は
、
地
蔵
堂
と
も
い
い
ま
す
。
単

層
で
屋
根
は
檜ひ

皮わ
だ

葺ぶ
き

、室
町
時
代
の
唐
様
式

の
建
築
で
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
山
門
は
薬
医
門
形
式
で
、
主
柱
２
本
に

控
え
の
柱
２
本
の
四
本
柱
で
、屋
根
は
杮
葺ぶ

き

で
す
。
室
町
末
期
の
建
築
物
で
、
現
存
す
る

薬
医
門
と
し
て
は
最
古
の
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
仏
殿
と
と
も
に
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
恩
寺
の

仏
殿
と
山
門

人
々
の
夢
を
の
せ
て
舞
う

鳥
川
の
ホ
タ
ル

　
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
40
年
代
に
か
け

壊
滅
状
態
と
な
っ
て
い
た
鳥
川
の
ホ
タ
ル
。

　
そ
こ
で
昔
の
ホ
タ
ル
を
取
り
戻
そ
う
と
、

平
成
６
年
に
旧
鳥
川
小
学
校
と
地
区
が
一

緒
に
な
っ
て
鳥
川
ホ
タ
ル
保
存
会
を
立
ち

上
げ
て
保
護
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。現
在
、

１
２
０
０
匹
余
の
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
懐

か
し
い
自
然
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

＊
ホ
タ
ル
ま
つ
り

　
毎
年
５
月
下
旬
か
ら
６
月
下
旬
に
か
け
て
開

催
。
お
す
す
め
の
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
は
、
地
区
内

の
河
川
周
辺
に
点
在
し
て
お
り
、
臨
時
開
設
さ

れ
る
ホ
タ
ル
案
内
所
や
ホ
タ
ル
学
校
で
ホ
タ
ル

観
賞
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中

の
１
日
、「
ホ
タ
ル
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
」
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

水
源
を
め
ぐ
る
山
歩
き

　
水
の
故
郷
で
あ
る
山
に
も
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、鳥
川
ホ
タ
ル
保
存
会
で

は
、「
山
歩
き
コ
ー
ス
」
の
整
備
も
進
め

て
い
ま
す
。現
在
、そ
の
延
長
は
17
㎞
ほ

ど
に
な
り
、山
歩
き
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

て
い
ま
す
。コ
ー
ス
の

ル
ー
ト
が
わ
か
る〝
ホ

タ
ル
の
里
の
山
歩
き

マ
ッ
プ
〞
は
、ホ
タ
ル

学
校
な
ど
で
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。み
な
さ

ん
も
山
歩
き
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
▷
山
歩
き
コ
ー
ス
か
ら

　

三
河
湾
を
望
む

後世へ子孫を残すため、最後の１週間を
懸命に飛び続けるホタル。はかなくも美
しい光を放つ

　ホタル減少の一番の原因は、水環境の悪化でした。
ホタル君は、身を賭して私たちに水の大切さを教え
てくれました。私たちも、ホタル君と共生できる水
環境保全を目指して、地元ホタル学校やみなさま
方のご支援をい
ただき、微力な
がら頑張ってい
きたいと思って
います。よろし
くお願いいたし
ます。

鳥川ホタル保存会から

豊
富
の
重
要
文
化
財

ホ
タ
ル
の
里 

と
っ
か
わ

ホ
タ
ル
の
里 

と
っ
か
わ

鳥
川
ホ
タ
ル
の
里 

湧
水
群

　
も
と
も
と
至
る
所
か
ら
水
が
湧
き
出

て
い
る
鳥
川
地
区
。ホ
タ
ル
も
住
民
も
こ

の
水
の
恵
み
に
よ
り
育
ま
れ
て
き
ま
し

た
。「
延
命
水
」・「
産
湯
の
滝
」・「
庚
申

の
水
」な
ど
か
ら
な
る
湧
水
群
は
、平
成

20
年
に
環
境
省
の「
平
成
の
名
水
百
選
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。永
い
永
い
年
月
を

経
て
、地
上
に
生
ま
れ

て
く
る
湧
水
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ッ
プ
１
杯
の
中
に

詰
ま
っ
た
水
の
歴
史

に
思
い
を
馳は

せ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▷ 

延
命
水

足元のちっちゃな人は誰？

　毘沙門天が踏みつけているのは、地天女と呼ば
れる大地の化身です。地中から毘沙門天が湧き出
て敵を敗走させたという故事から、地天女すなわ
ち大地の上に立つ姿を表しています。毘沙門天像
は邪鬼の上に立つ姿を表すことが多いため、この兜
跋毘沙門天立像は特異な姿をしていると言えます。

column

身
近
に
存
在
す
る
国
の
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化
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先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
文
化
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み
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未
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ご
う

先
祖
か
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受
け
継
い
で
き
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文
化
遺
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み
ん
な
で
守
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未
来
へ
引
き
継
ご
う

こ
け
ら

よ
ろ
い

り
ゅ
う

み
て
ん
え
い
し
ゃ
く
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